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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　１２月　１５日　（水）
司会者　川守田　弘子　　記録　石岡　啓子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・12/17（金）13：30より夜間想定での防災訓練を行います。当日の訓練内でのチーフは東病棟小泉MNSです。各病棟担当スタッフは周知の上訓練を行ってください。

・青森県脳損傷リハビリテーション講習会が来年1/15、参加費は無料で八戸で開催されます。申し込みは12/20（月）までとなっています。興味のある方は各自で申し込んでください。

・感染対策委員会より～面会者へのマスク配布について面会者用のマスクの在庫チェックを今年度は下記のように対応をするよう周知をお願いします。

①これまでと同様に、面会者への身体チェックを行う。

（熱・咳・風邪症状の有無等）

　　　　　　　↓

②症状がある方の面会はお断りする。

　　　　　　　↓

③症状がない方でも、マスクを着用して頂く。

（マスクを持参しておられる方はご自分のマスクを、もっておられない方へのみ、マスクを配布する。）

※次回の面会時からは、マスクをご準備頂くようにご家族へお願いして下さい。

※マスクを持っておられない面会者への配布用にディスポマスクを準備して下さい。

（マスク設置場所；病院医事，北病棟，南Ａ玄関，南山苑，南陽館，南寿の里）

　　上記設置場所以外で、設置したい部署は申し出て下さい。

統一した対応をしていきましょう。

・毎朝、申し送り時携帯の有無確認を行いますので、トリゾンラブ携帯を徹底してください。

また、嘔吐物・下痢便等の処理後は、すぐ使用出来るように携帯してください。

・三八地域県民局より、「多剤耐性菌による院内感染防止対策の徹底について」通知がありました。
昨今、多剤耐性菌による院内感染に関するニュースが毎日のように報道されていますが、三八地域においてもこれまでほとんど見られなかった多剤耐性緑膿菌（ＭＤＲＰ）が新たに患者から検出される等、注意を要する状況となっています。
つきましては、院内感染防止対策の再徹底を図るとともに、多剤耐性緑膿菌等の院内感染が発生した場合にも病原菌の伝播・拡散防止対策が有効に機能するかどうか検証する等、その対策に十分留意して下さい。
上記を周知し、手洗い・うがいを励行していきましょう。

・年末年始の検査センター営業について下記の日程となりますので周知お願いします。

12/30(木)　午前→通常営業

12/30(木)　午後～1/3(月)→休業　

1/4(火)　　→通常営業

＜患者様連絡事項＞

・金田　国雄様～昨日、家族面談実施しています。今後は、外泊訓練をして退院に繋げて行く予定となっています。本日外泊前の勉強会を行い、14：00～12/16(木)16：30まで外泊へと行かれています。外泊時の様子を見て、訪問看護や退院前訪問指導を利用していくか決めていくこととしています。帰院時の精神状態や症状の観察・確認をお願いします。また、本人様帰院後、16：30～家族面談を行う予定となっています。

ウレパール(20ｇ)1本処方

　　　　　　　　引き続き1日2回の軟膏処置を継続していきましょう。

・佐々木　みね様～左膝の疼痛の訴えあり、ナパゲルン軟膏1本処方。

・岩澤　薫様～12/18(土)10：00～11：00散歩目的にて外出願い出し、主治医より許可が下りています。

・川守田　惇様～下顎義歯破損しているのを発見し、御家族様へ連絡しています。

御家族様、今週中に来院される予定となっています。当日の勤務者は、今後の義歯管理についての話し合いをするようにしてください。下顎義歯破損の為、上顎義歯の状態や食事摂取時の状況確認・観察をしてください

＜皮膚科診察＞

・坂本　良雄様～両下肢急性湿疹の為、デルモゾールG軟膏追加処方。

ケルガー錠(125)　1T　1×朝/7T内服が継続処方となっています。状態の悪さ目立つことから、1日1回の足洗い軟膏塗布を行いましょう。

・丸屋　庄司様～白癬悪化の為、ケルガー錠(125)　1T　1×朝/7T　16日朝より処方となっています。

・西沢　正様～引っ掻き傷がある為、タベジール　２T　２×朝・夕　本日夕より処方と

　　　　　　　なっています。主治医より、1週間のみ服用させて良いとのことです。

＜田名部Drケースカンファ＞

・吉田　寿雄様～空腹時・食事摂取後の測定値にバラつきが見られています。測定前後の症状に注意して様子観察していきましょう。

・和田　敦子様～自分の要求が通らないと興奮し、スタッフ介入にも落ち着くことが出来ずにいます。問題行動発生には、本人様なりの原因があると思われます。前後の確認をし、原因を探り介入して落ち着いて頂くようにしましょう。

・谷内　愛子様～依存的発言や特定スタッフに希死的発言聞かれています。精神症状不安定となっています。今後は、その都度スタッフと話し合いを持ち、精神症状安定に向けた統一した関わりを行っていくこととしています。

＜千葉良Drより＞

・荒谷　正毅様→1Fから2Fへユニット移動後は、ホールで過ごすことや入浴・プログラム参加等積極的に行うことが出来ている。

・櫛桁　武男様～入院当時に比べ単語を話すことが見られている。

・晴山　長司様～ホールで過ごすことや入浴・プログラム参加等うながしにて行うことが出来ている。

※これらのケースの振り返りを行い、研究発表の題材としてはどうかとのお話がありました。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・金田　国雄様～病棟の生活にも慣れ、日課もスムーズに行えています。余暇時間に行うぬり絵も自分のペースで行えています。体操や自分なりの運動も行えているようですので、様子を確認していきましょう。

・玉井　悠策様～時折、イライラした様子でＡ～Ｂユニットを歩き回っていますが、他者とトラブルになることはありません。最近は、クリスマス会の歌の練習に参加（見学もあり）され、その間は、表情良く過ごしています。様子を観察し、トラブルや事故の無い様にしていきましょう。

・山田　典子様～発熱後、歩行練習も再開しています。歩行状態は変わらず、車椅子も自操できています。ベッドから車椅子への移乗時、急に起き上がりそのまま乗り移る事があり何度か介入しています。適宜介入していきましょう。

・佐々木　貞吉様～先日のプログラムの際、スタッフを真似て体操をしたり、早口言葉を声に出して読んだりする事が出来ていました。その日の体調や環境、関わったスタッフにもよると思いますが、集団のプログラムに参加できたことは評価できます。様子を見て、参加を促していきましょう。

















































